
福
島
原
発
事
故
は
ま
だ
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。

世
界
原
子
力
史
上
に
残
る
大
事

故
で
す
。
し
か
も
人
類
史
上
初

の
原
爆
被
害
を
直
接
受
け
た
被

爆
は
３
回
目
で
あ
り
ま
す
。

事
故
は
財
界
の
一
党
支
配
の
組

織
構
造
で
の
奢
り
「
人
災
」
で

あ
り
ま
し
た
。
国
会
の
事
故
調

査
最
終
報
告
を
待
た
ず
に
、
民

主
党
野
田
総
理
、
藤
村
官
房
長

官
、
枝
野
経
済
産
業
大
臣
、
細

野
原
発
事
故
大
臣
の
４
閣
僚
が
、

６
月
16
日
財
界
の
求
め
に
応
じ

再
稼
働
を
決
定
し
ま
し
た
。
夏

場
電
力
不
足
の
脅
し
に
屈
し
た
。

危
機
管
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

財
界
の
献
金
不
足
の
脅
し
に
屈

し
た
の
も
当
然
で
す
。

調
査
報
告
書
の
す
べ
て
が
出

揃
う
と
再
稼
働
は
困
難
に
な
る

危
惧
が
あ
る
と
判
断
、
民
主
党

は
既
成
事
実
を
急
い
だ
の
で
す
。

政
府
や
電
力
会
社
は
「
原
発
を

動
か
さ
な
け
れ
ば
停
電
が
起
き

て
日
本
経
済
が
大
混
乱
す
る
」

と
強
調
し
、
追
随
す
る
マ
ス
コ

ミ
が
多
か
っ
た
が
、
夏
の
実
績

で
は
、
そ
れ
は
脅
し
に
す
ぎ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
朝
日
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
先

頭
に
権
力
と
ス
ポ
ン
サ
ー
を
恐

れ
、
汗
を
か
か
ず
当
局
発
表
を

垂
れ
流
す
自
殺
機
関
で
す
。

原
発
の
再
稼
働
は
、
電
力
不

足
で
は
な
く
、
動
か
さ
な
い
と

電
力
会
社
が
経
営
に
困
る
と
い

う
問
題
で
す
。
政
府
の
需
給
見

通
し
の
ど
こ
が
お
か
し
か
っ
た

の
か
、
検
証
が
必
要
で
す
。

再
稼
働
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
が
発
足
せ
ず
安
全
基
準
も

中
途
半
端
な
ま
ま
見
切
り
発
車

し
た
。
原
発
な
し
で
夏
を
乗
り

切
る
と
困
る
の
で
取
り
あ
え
ず

動
か
し
た
の
で
す
。
い
っ
た
ん

大
飯
原
発
を
止
め
、
統
一
的
な

基
準
を
作
る
べ
き
で
す
。
原
発

が
な
い
と
経
済
が
崩
壊
、
産
業

が
空
洞
化
す
る
と
の
批
判
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
に
は

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
多
く
の

研
究
者
の
見
方
で
す
。

検
証
す
る
記
録
自
体
が
存
在
し

な
い
の
は
、
敗
戦
時
と
変
わ
っ

て
い
な
い
。
人
間
は
必
ず
失
敗

を
す
る
前
提
が
全
く
な
い
。

ト
ッ
プ
か
ら
日
本
は
米
国
と
違

い
検
証
し
糧
に
す
る
風
土
が
な

い
の
で
す
。

当
事
者
の
責
任
回
避
を
す
る
武

士
の
情
け
で
し
ょ
う
か
。

７
月
23
日
の
政
府
事
故
調
査

最
終
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、

配
管
の
損
傷
を
指
摘
し
て
い
る
。

明
ら
か
に
人
災
を
津
波
と
放
射

能
が
覆
い
隠
し
調
査
検
証
が
い

ま
だ
に
困
難
で
す
。
「
国
会
事

故
調
報
告
書
」
が
徳
間
書
店
よ

り
千
六
百
八
十
円

９
月
11
日
に
発
売
さ
れ
ま
す
。

読
め
ば
社
会
構
造
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

新
聞
マ
ス
コ
ミ
を
信
じ
て
は
、

第
４
の
被
爆
に
つ
な
が
り
ま
す
。

８
月
31
日
の
巨
大
地
震
（
南

海
ト
ラ
フ
地
震
）
の
津
波
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
死
者
は
最
大
32
万
人
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
原
発
放

射
能
被
害
者
は
津
波
で
相
殺
さ

れ
た
計
算
の
よ
う
で
す
が
、
日

本
の
国
土
は
廃
墟
で
す
。

原
発
デ
モ
は
当
然
で
し
ょ
う
。
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民
事
事
件
で
高
等
裁
判
所
（
二

審
）
の
判
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

最
高
裁
判
所
（
三
審
）
に
上
告
が

出
来
ま
す
。

具
体
的
に
は
上
告
受
理
申
立
を

控
訴
審
裁
判
所
に
提

出
し
た
後
、
上
告
受
理

申
立
書
が
送
ら
れ
、
届
い
た
日
か

ら
50
日
以
内
に
上
告
受
理
申
立

理
由
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

最
高
裁
判
官
は
３
つ
の
小
法
廷
に

別
れ
１
法
廷
に
５
名
、
15
名
の
裁
判

官
で
す
。
年
間
数
千
件
を
処
理
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
調
査
官
が

理
由
書
を
読
ん
で
事
件
を
持
ち
回

り
審
議
と
審
議
室
審
議
に
分
け
ま

す
。
事
件
の
大
半
が
、
持
ち
回
り
審

議
事
件
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
事
件

を
担
当
す
る
小
法
廷
の
主
任
裁
判

官
が
検
討
し
他
の
裁
判
官
に
回
覧

さ
れ
異
論
が
な
け
れ
ば
審
議
を
終

了
し
、
上
告
棄
却
・不
受
理
と
な
り

ま
す
。

上
告
が
受
理
さ
れ
る
場
合
、
控

訴
審
判
決
を
見
直
す
場
合
で
す
か

ら
、
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

上
告
審
で
原
判
決
が
破
棄

さ
れ
る
場
合
は
、
最
高
裁
が
口
頭

弁
論
期
日
を
指
定
す
る
の
で
、
上

告
さ
れ
た
側
の
敗
訴
が
、
概
ね
事

前
に
わ
か
り
ま
す
。


